
さっぽろ第２支部　支部だより

浪岡まさみ 支部長あいさつ

　会員の皆様方におかれましては、
ますますご活躍のこととお喜び申
し上げます。日頃より支部活動にご
支援、ご協力いただき感謝申し上げ
ます。まずは、2月18日に支部大会
並びに三職能合同交流会が滞りな
く行われましたことをここにご報告
いたします。ご出席された会員の皆
様、また、役員・委員の皆様お疲れ
様でございました。
　さて、2022年度の活動は、オンラ
インシステムをより有効に活用しな
がら多くの事業を執り行うことがで
き、講義の配信はもちろん、グルー
プワークなど課題はありながらも少
しずつスムーズに行うことができた1
年でした。また、昨年度は感染拡大
により中止を余儀なくされた施設間
交流研修を再開することができまし
た。4施設に4名の方が訪問し、研修
の受講を通して交流と学びを深める
ことができました。さらに今年度は
第2支部が看護管理者懇談会開催
の担当支部でした。北海道看護協
会副会長の深津恵美先生による「看
護の動向」と、日本看護協会神戸研

修センターの渋谷美香先生をお招き
し、キャリア支援に関するご講演を
いただきました。「キャリア支援に関
して管理者として何を大事にしてどう
動くのか明確になった」等の感想を
いただきました。また、オンラインに
てグループワークも滞りなく進める
ことができ、実りの多い懇談会にな
りました。
　今年度の支部活動は、広報出版
委員会による「看護の日」健康活動
から始まる予定です。この活動は、
地域の方 と々の交流の機会となる貴
重な活動です。感染対策をしなが
ら、地域住民の方々と少しでも触れ
合うことができるようにしていきた
いと考えています。また、９月には働
き続けられる職場づくり推進委員会
の企画による、「世代別コミュニケー
ション方法～世代間ギャップを超え
て～」をテーマに研修会が企画され
ています。いつの時代も世代間のコ
ミュニケーションは難しさがあると
同時に、チームでの連携が大切な私
たちにとって大切なテーマであり、よ
り質の高いケア提供を目指すチーム

作りの一助になればと思います。そ
の他にもさまざまな事業を計画して
おりますので、多くの会員の方々に
ご参加いただければと思います。
　最後になりますが、感染の拡大は
多くの苦難と同時に、デジタル化等
私たちを取り巻く環境を大きく変え
た出来事でした。まだ感染の終息に
は時間がかかりそうですが、支部活
動を通して連携を強化し、この事態
を乗り越えていくための一助になれ
るよう活動してまいりたいと思いま
す。皆様のご健勝をお祈りするとと
もに、今後も支部運営にご支援ご協
力いただきますようお願い申し上げ
ます。
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高橋利江 副支部長あいさつ

叶野るみ子 副支部長あいさつ

　副支部長として、2期4年目を迎え
ることとなりました。
　３年に亘るコロナ禍で、支部活動
は制限を余儀なくされ、会員の皆様
のご理解・ご協力をいただきながら、
開催形式等を変更して計画を実施し
てまいりました。今年の５月には、新
型コロナウイルス感染症の５類への
引き下げが決定しており、支部活動に
おいてもウイズコロナの取り組みを
更に進めてゆかなければならないと
思っております。コロナ禍でオンライ

ン研修が主流となっておりますが、オ
ンラインでは得られない受講者同士
や受講者と講師のコミュニケーショ
ンなど、集合研修（対面研修）ならで
はの人と人とのふれあいや、繋がりを
大切にした研修会の復活も含め検討
してゆきたいと考えております。
　会員の皆様のニーズに応えなが
ら、会員の皆様や地域の皆様に貢献
できるよう、努力してまいりますので、
引き続きよろしくお願いいたします。

　はじめまして。令和5年度から副
支部長を務めることになりました叶
野るみ子と申します。コロナ禍、多く
の制約に耐えながら看護ケアを提
供してきた看護職が、身体的精神的
社会的に疲弊のピークをむかえて
いることを実感しています。社会は
制限の緩和がすすんでいきます。看
護職は患者に近いため慎重な行動
が求められますが、看護職だからこ
そ、人との交流、対話する機会を増
やし、横の繋がりを充実していくこと
が必要と考えています。オンライン

は慣れるととても便利でした。これ
からは、便利なオンラインに頼りす
ぎず、場面によって上手に使い分け
る必要があるのだと感じています。
　このたび、初めての任務で不安も
ありますが、支部長をはじめ役員、
委員の皆様にご指導をいただきな
がら、魅力ある支部運営に努めて参
ります。また、多くの会員の皆様にご
参加いただける研修を、企画してい
きたいと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。
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働き続けられる職場づくり推進委員会
令和４年度　施設間交流研修事業

令和4年度　看護管理者懇談会 令和4年10月29日

　働き続けられる職場づくり推進委
員会では、施設間交流・実地研修を
行うことにより、看護の質の向上や
業務改善に努めるとともに地域内
連携を促進し、ネットワークの充実
を図ることを目的として、受け入れ
可能施設と研修希望者とのマッチン
グを行い、施設間交流研修を行って
います。
　令和4年度は、コロナ禍というこ
ともあり、感染対策を施せる病院で
の受け入れとなり、残念ながら在宅

施設での研修は叶いませんでした
が、札幌西円山病院の「高齢者の
排泄ケア」、北海道医療センターの
「院内感染防止」、札幌医科大学
附属病院の「褥瘡予防」、手稲渓仁
会病院の「がん看護ELNEC-J」に各
1名ずつ参加されました。参加者よ
り、自施設では経験することが難し
い内容を学べる良い機会となったと
評価をいただきました。
　ここ数年コロナ禍にあり、様々な
弊害により困難となりましたが、通

常であれば訪問看護施設の訪問看
護を経験することができたり、また
在宅の看護職員が病院のシステム
を学べたりと多様な研修内容を提
供することができ、自身で学びたい
研修内容によって参加施設を選ぶこ
とができ、貴重かつ有意義な研修と
なっています。来年度も幅広い年齢
層の看護職員に、このような学びの
機会があることを知っていただき、
ぜひ参加していただけたらと思って
います。

　札幌4支部合同管理者懇談会が
Zoomにて開催されました。今年度
は第2支部が担当し96名の参加が
ありました。
　午前は、北海道看護協会の岡林
康子札幌地区理事を座長に深津恵
美副会長より「看護の動向」につい
てご講演をいただきました。北海道
看護協会の令和4年度方針と重点
事業、診療報酬改定の特徴など幅
広い視点での看護の動向を伺い、
看護職に求められる役割や、職能
団体としての今後の課題について理
解することができました。
　午後は公益社団法人日本看護協
会神戸研修センター教育研修部長
の渋谷美香先生をお迎えし、【どう

すれば？多様な人材を「活かし・育
てる」キャリア支援】をテーマにご
講演をいただきました。人材育成
に関して、中途採用者やグレーゾー
ンのスタッフへの対応等、すぐに実
践に活かせる具体的な支援方法を
幅広く学ぶことができました。また
様々なキャリアの考え方についても
学び、スタッフの支援だけではなく
自己のキャリアを見つめなおす機
会にもなりました。グループワーク
では、各施設での困った事例やそれ
ぞれの課題について活発な意見交
換が行われ、短い時間ではありまし
たがとても有意義な時間になりまし
た。

渋谷先生

座長　岡林地区理事

深津副会長
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教育委員会　研修会 令和4年11月12日

政府は新型コロナウイルスを５月からインフルエンザと同じ「５類」に引き下げることを決めました。これまであった緊急
事態宣言や飲食店の時短営業は無くなり、マスク着用や感染者の外出制限などの医療的措置も変わります。しかし制限
が緩和される反面、「個人の判断に委ねる」という政府の意図を私たちは理解する必要があるのではないのでしょうか。
この先、コロナに勝つか負けるかは私たち一人ひとりの行動にかかっており、もう政府のせいにはできません。今一度、私
たちの生活スタイルを見直してみませんか？� 広報出版委員　M.K

編集後記

　新人看護師教育について「新人さ
んに寄り添おう！私たちに求められる
ものは何？」をテーマに、前琴似看護
専門学校教務部長の出町佳菜美先
生を講師に迎えWeb研修を開催し、
管理職からスタッフまで36名の様々
な年代の方々が参加されました。
　

誰もが必ず後輩指導に関わってお
り、それが看護師としての責務であ
り、指導する側の役割を意識する機
会となりました。また、成人学習者
としての新人看護師の特性やレディ
ネスを理解し、新人看護師との関係
の築き方や実際の指導について具
体的なポイントを教授いただきまし
た。それぞれの立場において、人を
育てることに悩みや迷いを感じてい
ることが少なくない中、この研修を
通して今後の新人教育の在り方を
考える貴重な機会となったと感じて
います。アンケートからは、「指導す

る立場になり考えさせられることが
多かった」「今の世代の新人への指
導方法について学ぶことができた」
などのご意見をいただきました。次
年度も、内容や開催時期などを検討
し、より良い研修を企画していきた
いと思います。
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� 令和5年2月28日
会員各位 

北海道看護協会札幌第2支部
支部長　浪岡　まさみ

令和5年度 札幌第2支部　役員・各委員名簿の差し替えについて
　日頃より、札幌第2支部の事業運営に多大なるご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　先日、令和4年度の札幌第2支部大会を終了することができ、ご協力いただいた皆様へ心より感謝を申し上げます。
支部大会の際に配布した資料の令和5年度　公益社団法人北海道看護協会札幌第2支部役員・委員名簿（案）に誤字や脱字が
発覚しました。関係者の皆様には深くお詫び申し上げます。
　そのため、訂正した名簿を今回は支部だよりに添付させていただくことにしました。
　また、今回から例年記載していた日本看護協会代議員・予備代議員候補についてはページ削減の観点から記載の方を削除さ
せていただきます。
　今後とも当支部の事業運営にご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

役 職 名 新任 氏　　名 勤務先 職能
支 部 長 浪 岡 ま さ み 札 幌 西 円 山 病 院 看
副 支 部 長 高 橋 　 利 江 北 海 道 大 野 記 念 病 院 看
副 支 部 長 〇 叶 野 る み 子 札 幌 医 科 大 学 附 属 病 院 看
書 記 藤 巻 　 優 子 愛 育 病 院 看
書 記 熱 田 恵 里 香 札 幌 第 一 病 院 看
会 計 永 島 智 織 理 札 幌 西 円 山 病 院 看
会 計 外 山 　 裕 美 さ っ ぽ ろ 二 十 四 軒 病 院 看
推 薦 委 員 〇 樋 口 　 清 美 北 海 道 医 療 セ ン タ ー 看

〇 渡 邉 　 陽 子 北 海 道 大 野 記 念 病 院 看
〇 金 丸 道 太 郎 手 稲 渓 仁 会 病 院 看
〇 渡 辺 亜 紀 子 北 海 道 脳 神 経 外 科 記 念 病 院 看
〇 御 家 瀬 美 佳 N T T 東 日 本 札 幌 病 院 看
〇 中 出 　 貴 子 札 幌 西 円 山 病 院 看

教 育 委 員 橋 本 　 　 愛 札 幌 第 一 病 院 看
和 平 　 麻 実 札 幌 西 円 山 病 院 看
島 津 　 圭 子 北 海 道 大 野 記 念 病 院 看
柳 谷 　 結 花 八 木 整 形 外 科 病 院 看

〇 飛 岡 　 和 樹 手 稲 渓 仁 会 病 院 看
〇 岡 田 真 依 子 札 幌 秀 友 会 病 院 看

加 藤 　 咲 子 札 幌 同 交 会 病 院 看
〇 金 城 　 恒 恵 北 海 道 内 科 リ ウ マ チ 科 病 院 看
〇 山 﨑 　 有 美 北 海 道 脳 神 経 外 科 記 念 病 院 看

働き続けられる職場
づくり推進委員会

〇 久 保 　 志 織 札 幌 医 科 大 学 附 属 病 院 看
佐 藤 　 京 子 札 幌 西 円 山 病 院 看

〇 馬 場 　 貴 久 は ま な す 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 看
〇 川 本 　 香 織 札 幌 第 一 病 院 看

黒 澤 　 澄 恵 平 和 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院　 看
〇 村 上 い く み 北 海 道 大 野 記 念 病 院 看

広 報 出 版 委 員 五 百 蔵 三 奈 札 幌 医 科 大 学 附 属 病 院 看
中 田 　 優 子 手 稲 渓 仁 会 病 院 看
木 原 　 密 晴 札 幌 外 科 記 念 病 院 看

〇 播 摩 谷 志 保 札 幌 西 円 山 病 院 看
〇 松 本 　 美 奈 渓 仁 会 手 稲 家 庭 医 療 ク リ ニ ッ ク 看
〇 田 中 　 絹 子 札 幌 第 一 病 院 看

保 健 師 職 能 委 員 水 野 　 芳 子 北海道科学大学保健医療学部看護学科 保
木 引 え り 香 札幌市手稲区第２地域包括支援センター 保

〇 笹 島 　 翔 太 札 幌 西 円 山 病 院 保
助 産 師 職 能 委 員 小 渡 基 予 子 手 稲 渓 仁 会 病 院 助

池 野 み の り 北海道立子ども総合医療・療育センター 助
〇 植 木 　 　 瞳 札 幌 医 科 大 学 保 健 医 療 学 部 助

看 護 師 職 能 委 員 〇 南 　 　 尚 樹 緑 ヶ 丘 療 育 園 看
飛 嶋 　 亜 希 北 海 道 脳 神 経 外 科 記 念 病 院 看
佐 藤 　 朋 子 札 幌 秀 友 会 病 院 看
照 井 　 陽 子 札 幌 宮 の 沢 脳 神 経 外 科 病 院 看
野 口 　 直 美 札 幌 医 科 大 学 附 属 病 院 看

〇 中 野 　 麻 子 札 幌 西 円 山 病 院 看
〇 井 村 　 亜 紀 札 幌 西 円 山 病 院 看

山 田 千 鶴 子 宮 の 森 記 念 病 院 看

令和5年度　公益社団法人北海道看護協会札幌第２支部役員・委員名簿

○印は令和5年度新役員・委員
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